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健
康

家
族

災
害
時
の

と

Seminar Information

家
族
と
子
ど
も
の
心
の
関
係

健
や
か
親
子
21
推
進
協
議

会
は
、
本
会
を
含
む
88
の
団

体
と
11
の
企
業
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
て
お
り
（
２
月
現

在
）
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国
民
運

動
「
健
や
か
親
子
21
（
第
２

次
）
」
の
推
進
に
向
け
て
活

厚
生
労
働
省
は
３
月
２
日
、
平
成
28
年
度
第
16
回
健
や
か
親
子
21
推
進
協
議
会

総
会
を
日
本
橋
社
会
教
育
会
館
（
東
京
都
中
央
区
）
で
開
催
。
母
子
保
健
に
携
わ

る
参
加
団
体
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
表
や
報
告
が
な
さ
れ
た
。

か
な
親
子
」
と
い
う
も
の
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
。

「
『
今
の
家
族
で
育
っ
た

こ
と
を
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
か
？
』
と
『
あ
な
た
は
死

に
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
』
と
い
う
二
つ

の
質
問
に
は
、
非
常
に
強
い

相
関
が
あ
っ
た
」
と
、
神
ノ

田
氏
は
４
千
人
を
超
え
る
高

校
生
を
対
象
と
し
た
最
新
の

意
識
調
査
か
ら
、
家
族
と
自

殺
に
つ
い
て
触
れ
る
。

家
族
の
質
問
に
対
し
て

「
と
て
も
良
か
っ
た
と
思

う
」
と
答
え
た
高
校
生
で

は
、
８
割
弱
が
自
殺
の
質
問

に
対
し
「
い
い
え
」
と
回

答
。
し
か
し
、
「
全
く
良
か

っ
た
と
は
思
わ
な
い
」
と
答

え
た
高
校
生
で
は
「
い
い

え
」
と
回
答
し
た
の
は
２
割

弱
で
、
８
割
以
上
が
死
に
た

い
と
思
っ
た
経
験
が
あ
っ

た
。
し
か
も
、
２
割
弱
は
実

際
に
自
殺
を
試
み
て
い
た
。

家
族
と
子
ど
も
の
心
の
問
題

の
関
係
が
、
あ
ら
た
め
て
明

確
に
示
さ
れ
た
形
だ
。

神
ノ
田
氏
は
こ
の
前
段

で
、
「
健
や
か
親
子
21
（
第

１
次
）
」
で
改
善
し
な
か
っ

た
指
標
は
心
の
問
題
が
中
心

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

神
ノ
田
氏
は
さ
ら
に
、
虐

待
家
庭
と
地
域
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
触
れ
る
。
３
２
０

の
虐
待
死
事
例
を
集
計
し
た

調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
お
よ

そ
７
割
の
家
庭
が
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
が
「
乏
し

い
」
か
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」

状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
虐
待
し
て
、
ま
た
死
に

至
ら
し
め
て
し
ま
っ
て
い
る

家
庭
は
孤
立
し
て
い
る
。
育

児
の
孤
立
は
、
非
常
に
ハ
イ

リ
ス
ク
な
状
態
だ
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
神
ノ
田
氏
は
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
「
こ
れ

ま
で
は
一
部
の
熱
心
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
で
、
支
え
る
側
と
受

け
手
側
が
分
離
し
て
い
た
。

今
後
の
目
指
す
べ
き
姿
は
、

各
家
庭
が
外
に
開
か
れ
る
こ

と
で
〝
健
康
な
家
族
〞
に
な

り
、
そ
の
集
合
体
で
あ
る
地

域
が
〝
健
康
な
地
域
〞
に
な

る
。
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
役
割

を
持
ち
支
え
合
う
よ
う
な
地

域
共
生
社
会
を
目
指
し
、
政

府
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
だ
」
と
述
べ
た
。

本
会
は
平
成
28
年
度
事
業

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
雇
用

均
等
・
児
童
家
庭
局
母
子
保

健
課
よ
り
「
母
子
保
健
指
導

者
養
成
研
修
等
に
係
る
研
修

等
実
施
業
務
」
を
昨
年
に
受

託
し
、
こ
れ
を
終
了
し
た
。

本
会
の
受
託
は
平
成
27
年
度

に
続
き
２
期
目
と
な
る
。

本
事
業
は
、
母
子
保
健
に

関
わ
る
指
導
者
な
ど
を
対
象

に
、
主
に
研
修
会
を
通
じ

て
、
十
分
な
専
門
性
を
有
す

る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
。
平
成
28

年
度
は
六
つ
の
テ
ー
マ
で
15

回
の
研
修
会
を
行
い
、
延
べ

１
０
３
１
人
が
参
加
し
た

（
表
）
。

ま
た
、
２
月
に
は
「
母
子

保
健
情
報
誌
」
第
２
号
を
発

行
。
都
道
府
県
や
市
区
町
村

を
含
む
全
国
約
４
１
０
０
か

所
に
送
付
し
た
。

な
お
、
本
会
は
平
成
29
年

度
に
お
い
て
も
、
本
事
業
を

受
託
し
て
い
る
。

＊
＊
＊

平
成
28
年
度
の
各
研
修
会

資
料
は
左
記
の
特
設
サ
イ
ト

に
掲
載
。

http://w
w

w.jfpa.info/
boshi/

【
開
催
日
・
テ
ー
マ
・
講
師
】

▼
４
月
11
日

「
妊
娠
期
の
乳
が
ん
」
山
内
英
子

（
聖
路
加
国
際
病
院
乳
腺
外
科
部

長
／
ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
長
）

▼
５
月
９
日

「
虐
待
の
相
談
対
応
の
実
際
」
広

岡
智
子
（
子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
理
事
・
相
談
員
）

▼
６
月
13
日

「
不
妊
治
療
の
実
際
と
課
題
」
佐

藤
孝
道
（
武
久
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
顧
問
）

▼
７
月
11
日

「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
こ
と

ば
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
藤
原
加
奈
江
（
東
北
文
化
学

園
大
学
医
療
福
祉
学
部
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授
）

▼
９
月
12
日

「
予
防
接
種
最
新
情
報
」
岡
部
信

彦
（
川
崎
市
健
康
安
全
研
究
所
所

長
）

▼
10
月
10
日

「
妊
娠
・
出
産
に
よ
る
骨
盤
底
障

害
と
セ
ル
フ
ケ
ア
」
中
田
真
木

（
三
井
記
念
病
院
産
婦
人
科
医
長
）

▼
11
月
14
日

「
災
害
時
に
気
を
つ
け
た
い
妊
産

婦
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
」
五
十
嵐

ゆ
か
り
（
聖
路
加
国
際
大
学
看
護

学
部
准
教
授
）

▼
12
月
12
日

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
子
ど
も

の
脳
の
発
達
」
泰
羅
雅
登
（
東
京

医
科
歯
科
大
学
・
大
学
院
医
歯
学

総
合
研
究
科
・
認
知
神
経
生
物
学

分
野
教
授
）

▼
２
０
１
８
年
１
月
９
日

「
母
乳
育
児
を
楽
し
む
た
め
に
母

親
へ
伝
え
た
い
も
の
」
水
野
克
己

（
昭
和
大
学
江
東
豊
洲
病
院
小
児

内
科
教
授
）

▼
２
０
１
８
年
２
月
13
日

「
こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
子
、
し

ゃ
べ
り
す
ぎ
る
子
を
心
配
す
る
親

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
中
川
信
子

（
子
ど
も
の
発
達
支
援
を
考
え
る

Ｓ
Ｔ
の
会
代
表
）

▼
２
０
１
８
年
３
月
13
日

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

の
最
新
情
報
」
北
村
邦
夫
（
一
般

社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会
理

事
長
／
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
）

【
日
時
】
毎
月
第
２
火
曜
日
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

※
会
場
や
参
加
費
な
ど
は
、
８

面
に
掲
載
。
詳
し
く
は
本
会
Ｈ
Ｐ

ま
で

　初
め
ま
し
て
。
産
婦
人
科
医
の

吉
田
穂
波
で
す
。

　３
歳
か
ら
12
歳
ま
で
５
人
の
子

ど
も
た
ち
を
育
て
な
が
ら
、
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
ア
メ
リ

カ
の
４
か
国
で
の
妊
娠
・
出
産
を

経
て
、
今
は
家
族
の
健
康
や
親
子

の
幸
せ
に
つ
い
て
、
公
共
政
策
の

研
究
者
、
実
務
者
と
い
う
立
場
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　私
は
も
と
も
と
10
年
間
産
婦
人

科
の
臨
床
現
場
で
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
も
っ
と
説
得
力
の
あ
る
診

療
が
し
た
い
、
も
っ
と
自
分
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
広
げ
た
い
と
一

念
発
起
し
、
三
女
が
生
ま
れ
た
１

か
月
後
に
ハ
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生

大
学
院
に
家
族
を
連
れ
て
留
学
し

ま
し
た
。

修
士
課
程
を
修
了
し
、
大
学
院

し
た
。

　母
子
は
医
療
と
健
康
、
福
祉
の

間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
ま
す
。

私
を
含
め
、
当
事
者
で
あ
る
子
育

て
家
族
や
妊
婦
さ
ん
に
と
っ
て
は

一
連
の
生
活
で
あ
り
命
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
多
く
の
制
度
が
複
雑
に
絡
み

合
い
、
関
係
者
の
連
携
や
調
整
が

と
て
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
、

災
害
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
の
で

す
。　そ

し
て
、
災
害
時
に
は
そ
れ
ま

で
の
組
織
や
行
政
業
務
の
隙
間
が

大
き
く
露
呈
し
ま
し
た
。
平
時
で

あ
れ
ば
家
族
や
知
り
合
い
の
助
け

を
借
り
て
何
と
か
な
っ
て
き
た
シ

ス
テ
ム
、
例
え
ば
病
院
外
分
娩
へ

の
対
応
や
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
、
産

後
ケ
ア
な
ど
は
、
地
域
の
保
健
行

政
が
壊
滅
状
態
に
陥
る
と
、
そ
の

谷
間
に
落
ち
て
難
民
と
な
る
母
子

が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
体
調
の
悪

い
妊
婦
さ
ん
を
見
つ
け
て
も
、
ど

こ
の
病
院
に
連
絡
す
れ
ば
い
い
の

か
、
ど
の
保
健
所
の
ど
の
部
門
の

方
々
に
ど
う
お
願
い
す
れ
ば
い
い

の
か
、
ま
た
、
高
齢
の
家
族
や
上

の
お
子
さ
ん
の
面
倒
を
誰
が
見
る

の
か
、
避
難
所
の
炊
き
出
し
の
順

番
を
代
わ
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う

す
る
の
か
、
防
災
組
織
の
方
々
へ

の
説
明
は
、
な
ど
な
ど
母
子
を
守

る
た
め
に
力
を
借
り
な
け
れ
ば
い

け
な
い
人
が
多
過
ぎ
て
、
支
援
す

る
側
も
さ
れ
る
側
も
疲
弊
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
助
け
ら
れ
る
母
子

の
側
も
気
兼
ね
を
し
て
、
避
難
所

か
ら
、
地
域
か
ら
、
立
ち
去
っ
て

い
き
ま
し
た
。

災
害
時
の
日
常
と
健
康

　読
者
の
皆
さ
ん
た
ち
が
日
々
苦

心
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
諸
課
題
も
、
災
害
時
に
大
き

な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
平
時
の

ハ
イ
リ
ス
ク
ケ
ー
ス
、
例
え
ば
テ

ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
性
行
為
や

妊
娠
出
産
事
例
は
、
被
災
し
た
こ

と
が
原
因
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
づ
ら

く
な
り
、
適
切
な
支
援
が
受
け
ら

れ
ず
、
さ
ら
に
ハ
イ
リ
ス
ク
な
状

態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　性
教
育
や
性
感
染
症
予
防
、
避

妊
な
ど
性
の
健
康
に
関
す
る
取
り

組
み
や
自
分
の
体
を
大
事
に
す
る

意
識
の
浸
透
が
、
災
害
時
に
は
平

時
よ
り
も
必
要
に
な
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。

　こ
こ
で
地
域
保
健
の
意
義
、
保

健
師
さ
ん
の
素
晴
ら
し
さ
、
助
産

師
さ
ん
の
行
動
力
に
感
銘
を
受
け

た
私
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
公
衆

衛
生
の
研
究
機
関
に
入
り
、
国
か

ら
助
成
金
を
頂
い
て
、
災
害
時
の

母
子
を
守
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
政
策
や
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
ば
い

い
の
か
と
い
う
研
究
を
始
め
た
の

で
す
。

災
害
時
に
母
子
の
健
康
を

守
る
べ
き
理
由

　現
在
、
先
進
諸
国
で
は
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に

北
半
球
で
は
温
暖
化
に
伴
っ
て
風

水
害
な
ど
の
災
害
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　世
界
一
の
少
子
高
齢
化
国
で
あ

る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
時
に

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
な
り
つ
つ
あ

る
次
世
代
を
救
う
仕
組
み
に
つ
い

て
世
界
に
成
功
事
例
を
示
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
国
の
モ
デ

ル
と
な
る
で
し
ょ
う
。
世
界
で
も

飛
び
抜
け
て
災
害
の
多
い
、
少
子

化
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
に

先
駆
け
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

が
、
世
界
中
の
母
子
を
災
害
時
の

恐
怖
と
危
険
か
ら
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　災
害
時
の
母
子
を
守
る
た
め
皆

さ
ん
と
ど
の
よ
う
に
一
緒
に
取
り

組
め
る
の
か
を
見
つ
け
る
こ
と

が
、
私
の
、
こ
の
連
載
へ
の
期
待

で
す
。
そ
こ
に
は
正
解
も
不
正
解

も
な
く
、
お
互
い
の
ア
イ
デ
ア
や

不
確
か
な
意
見
、
感
情
を
ぶ
つ
け

合
い
な
が
ら
、
全
く
新
し
い
ア
イ

デ
ア
や
情
報
を
昇
華
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
連
載
へ

の
お
問
い
合
わ
せ
、
お
便
り
も
大

歓
迎
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の

声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
が
地
震
が
あ
っ
て
も
洪

水
が
あ
っ
て
も
津
波
が
来
て
も
、

絶
対
に
守
り
た
い
も
の
は
何
で
す

か
。
全
て
が
流
さ
れ
て
も
、
こ
の

人
だ
け
は
守
り
抜
き
た
い
と
思
う

人
は
誰
で
す
か
。

　ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
身
の
回

り
の
大
事
な
人
を
守
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
、
平
時
だ
け
で

な
く
災
害
時
に
も
小
さ
な
命
を
助

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

＊
＊
＊

　本
連
載
は
、
母
子
保
健
に
お
け

る
災
害
へ
の
対
策
、
予
防
を
テ
ー

マ
に
全
６
回
で
掲
載
し
ま
す
。
ご

意
見
、
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
ま
で
ど
う
ぞ
。

◆henshu@jfpa.or.jp（
編
集
部
）

を
災
害
時
に
誰
が
ど
う
守

る
の
か
、
事
前
に
き
ち
ん

と
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

で
研
究
を
し
て
い
る

途
中
で
起
こ
っ
た
の

が
、
あ
の
東
日
本
大

震
災
で
す
。
居
て
も

立
っ
て
も
い
ら
れ

ず
、
宮
城
県
に
向
か

い
、
避
難
所
を
回
り

妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ

ん
を
探
し
、
体
調
を

確
認
し
続
け
た
私
が

痛
感
し
た
の
は
、
妊

婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん

動
を
行
っ
て
い
る
。

総
会
で
は
「
第
５
回
健
康

寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー

ド
」
母
子
保
健
分
野
の
受
賞

者
（
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
ジ

ャ
パ
ン
、
日
本
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）
に
よ
る

発
表
が
さ
れ
た
後
、
「
最
近

の
母
子
保
健
行
政
の
動
き
」

と
し
て
、
厚
労
省
雇
用
均

等
・
児
童
家
庭
局
母
子
保
健

課
長
の
神
ノ
田
昌
博
氏
が
講

演
。
あ
ら
た
め
て
、
「
健
や

平成28年度　母子保健指導者養成研修開催実績

５児の母の顔も持つ著者（左端）

総会の冒頭では、「健やか
親子21」のシンボルマーク
の愛称を発表。愛称は〝健
やかにリンリンと輝く星〞
から「すこりん」となった

平成29年度 本会主催セミナー開催予定
テーマ セミナー名 開催地 開催日 受講料（税込）

思
春
期
保
健

第78回思春期保健セミナー
コースⅠ（総論編） 東京

9 月16日㈯
～18日㈪

32,400円
思春期保健相談士は

16,200円
第79回思春期保健セミナー
コースⅠ（総論編）※中継開催 大阪 21,600円

思春期保健相談士は
16,200円第80回思春期保健セミナー

コースⅠ（総論編）※中継開催 福岡

第56回思春期保健セミナー
コースⅡ（各論編） 東京 11月17日㈮

～19日㈰
32,400円

思春期保健相談士は
16,200円

第64回思春期保健セミナー
コースⅢ（実践編） 東京

2018年
1 月 6 日㈯
～ 8 日㈪

43,200円
思春期保健相談士は

21,600円+
別途食事代5,400円

第12回生きるための心の教育セ
ミナー（ベーシック編） 東京 7 月22日㈯ 10,800円

第13・14回生きるための心の教
育セミナー（スキルアップ編）

東京 10月21日㈯
各16,200円

東京 2018年
2 月 3 日㈯

第 9 回思春期保健ミニ講座 東京 6 月18日㈰ 10,800円
New 性の多様性を学ぶセミナー 東京 7 月 1 日㈯ 10,800円

第18回思春期ピアカウンセリング・
コーディネーター養成セミナー 東京 9 月 2 日㈯

～ 3 日㈰
21,600円

※再受講：16,200円

家
族
計
画

性
教
育

第102回受胎調節実地指導員
認定講習会 東京 7 月24日㈪

～28日㈮ 54,000円

第139～146回指導者のための避
妊と性感染症予防セミナー 2面に掲載

母
子
保
健

第27回お母さんと子どもの元気セミナー 東京 6 月10日㈯ 5,400円
第 6 回遺伝がわかるセミナー 東京 6 月 4 日㈰ 10,800円

健
康
教
育

第7回ピアカウンセリング入門セミナー 東京 6 月10日㈯ 5,400円

第13回
「ピアカウンセラー養成者」
養成セミナー

東京
前期 7 月 7 日㈮

～ 9 日㈰
後期1 1月1 1日㈯

～1 2日㈰

前期 77,760円
後期 47,520円
※再受講：
　前期 38,880円、
　後期 30,240円

New 目で見てよ～くわかる保
健指導を学ぶセミナー 東京

6 月 3 日㈯AM
《認知症予防》

各5,400円
6 月 3 日㈯PM

《母子・食事指導》
New 小児アレルギーを学ぶセ

ミナー
大阪 9 月23日㈯

各10,800円
東京 10月14日㈯

第19回自己効力感を高め主体的
な行動変容を支える健康教育実
践セミナー

東京 12月 2 日㈯
～ 3 日㈰

24,840円
（テキスト代
3,240円含む）

第27～29回栄養指導を結果につ
なげるセミナー

東京 6 月11日㈰
各5,400円愛知 6 月25日㈰

大阪 7 月 2 日㈰
第30・31回栄養指導を結果につ
なげるセミナー

東京 11月12日㈰
各10,800円

大阪 11月18日㈯
第 3 回メンタルヘルスセミナー 東京 6 月24日㈯

各10,800円
第 4 回メンタルヘルスセミナー 東京 9 月 2 日㈯
第 7 ・ 8 回
睡眠保健指導セミナー

大阪 10月15日㈰ 各10,800円
+テキスト代1,080円東京 10月22日㈰

行動変容実践のための保健指導者養
成セミナー（スキルアップコース） 大阪 7 月28日㈮

～30日㈰
37,800円

+テキスト代14,040円
行動変容実践のための保健指導
者養成セミナー（ベーシックコ
ース）

東京

2018年
2 月 1 日㈭
～ 4 日㈰

43,200円
+テキスト代14,040円

行動変容実践のための保健指導
者養成セミナー（スキルアップ
コース）

2018年
2 月 1 日㈭
～ 3 日㈯

37,800円
+テキスト代14,040円

「健やか親子21（第２次）」と母子保健計画の策定と評価、
母子保健情報の利活用についての研修

7 月22日㈮ 東京 平和と労働センター・全労連会館 33人
7 月28日㈭ 大阪 CIVI研修センター新大阪東 44人
8 月 9 日㈫ 福岡 リファレンス駅東ビル 26人

8 月24日㈬ 宮城 TKPガーデンシティRREMIUM
仙台東口 42人

8 月28日㈰ 東京 平和と労働センター・全労連会館 43人
乳幼児健康診査における評価と

保健指導のポイントについての研修
8 月27日㈯ 東京 平和と労働センター・全労連会館 54人
9 月 9 日㈮ 福岡 リファレンス駅東ビル 54人

9 月15日㈭ 宮城 TKPガーデンシティRREMIUM
仙台東口 57人

9 月23日㈮ 大阪 エル・おおさか 84人
9 月30日㈮ 東京 平和と労働センター・全労連会館 95人
「育てにくさを感じる親に寄り添う支援」についての研修
9 月 6 日㈫ 東京 平和と労働センター・全労連会館 145人
10月12日㈬ 大阪 CIVI研修センター新大阪東 120人

「子どもの心の診療医」養成研修会
10月23日㈰ 東京 TKP品川港南口会議室 112人

不妊・不育相談支援研修
12月 7 日㈬ 東京 平和と労働センター・全労連会館 79人

「母子感染の予防と対策」研修会
10月18日㈫ 東京 平和と労働センター・全労連会館 43人

平
成
28
年
度
終
了
29
年
度
も
本
会
が
受
託

第
16
回
健
や
か
親
子
21
推
進
協
議
会
総
会

家
族
愛
が
自
己
愛
を
育
む

―
―
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て

厚
生
労
働
省
母
子
保
健
課
の
委
託
事
業

母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

平
成
29
年
度

※
テ
ー
マ
・
講
師
は
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

イントロダクション

吉田 穂波神奈川県立保健福祉大学 准教授

第１回
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健
康

家
族

災
害
時
の

と

Seminar Information

顧
み
ら
れ
な
い
自
身
の
体
調

妊
娠
の
ハ
イ
リ
ス
ク
と
は

皆
さ
ん
は
働
く
女
性
の
妊

娠
に
際
し
「
ど
の
よ
う
な
働

き
方
を
し
て
い
る
の
」
と
仕

事
の
内
容
や
職
場
環
境
を
具

体
的
に
尋
ね
て
い
ま
す
か
。

働
く
妊
婦
の
健
康
管
理

は
、
単
に
母
性
保
護
と
い
う

制
度
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
過

程
に
お
い
て
企
業
の
経
営
戦

略
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
職
域
保
健
専

門
職
と
し
て
職
場
に
入
り
込

み
仕
事
ぶ
り
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
、
医
療
と
い
う
狭

い
世
界
の
常
識
で
は
、
考
え

ら
れ
な
い
生
き
ざ
ま
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
す
。

生
命
と
向
き
合
う
最
前
線

に
い
る
と
、
そ
れ
が
最
優
先

さ
れ
て
当
然
と
思
い
が
ち
で

す
。
し
か
し
現
実
は
、
キ
ャ

リ
ア
に
こ
だ
わ
り
、
組
織
人

と
し
て
個
を
見
失
い
、
自
分

の
体
調
に
さ
え
気
付
か
ず
頑

張
り
続
け
る
妊
婦
も
少
な
く

な
い
の
で
す
。

制
度
が
整
い
、
経
済
的
安

定
の
あ
る
正
社
員
は
こ
の
よ

う
な
図
式
に
陥
り
が
ち
で
す

が
、
昨
今
は
、
良
く
も
悪
く

も
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
形
態
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・
職
種
に

妊
娠
中
も
働
き
続
け
る
女
性

が
増
え
、
妊
娠
に
と
っ
て
何

が
ハ
イ
リ
ス
ク
な
の
か
、
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

ツ
ー
ル
と
Ｈ
Ｐ
の
利
用

職
域
保
健
と
医
療
や
地
域

と
の
連
携
は
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
言
え
ま
す
。
連
携
の

た
め
の
ツ
ー
ル
は
二
つ
。

「
母
子
健
康
手
帳
」
と
「
母

性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡

カ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
２
年
の
母
子
健
康

手
帳
改
訂
の
際
に
、「
妊
婦
の

職
業
と
環
境
」
の
ペ
ー
ジ
を

産
婦
人
科
臨
床
経
験
の
あ
る

産
業
医
と
し
て
担
当
し
た
の

で
す
が
、
こ
こ
に
は
職
域
と

医
療
・
地
域
が
連
携
し
て
ほ

し
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し

た
。し
か
し
、マ
マ
た
ち
の
声

を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る

と
「
何
の
た
め
に
必
要
な
の

妊
娠
を
し
て
も
多
く
の
女
性
が
働
き
続
け
る
現
在
。
職
場
の
ケ
ア
や
妊
婦
自
身
の

体
調
管
理
な
ど
、「
仕
事
と
妊
娠
」を
め
ぐ
る
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
ま
す
。こ
う
し

た
現
状
に
つ
い
て
、
医
師
の
長
井
聡
里
氏
に
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

関
係
者
の
連
携
が
鍵

職
域
保
健
で
は
、
妊
娠
前

後
の
定
期
健
康
診
断
や
有
害

業
務
等
の
特
殊
健
康
診
断
の

結
果
に
つ
い
て
も
把
握
し
て

い
ま
す
。
近
年
の
高
年
齢
出

産
を
考
え
る
と
、
健
診
デ
ー

タ
は
妊
娠
リ
ス
ク
回
避
の
た

め
に
も
本
来
重
要
な
は
ず
で

す
。痩

せ
願
望
の
偏
食
や
高
度

な
貧
血
を
放
置
し
て
い
る
女

性
も
多
く
、「
卵
子
の
老
化
」

の
心
配
以
前
に
、
妊
娠
希
望

が
あ
る
な
ら
日
常
的
に
も
っ

と
自
分
自
身
の
体
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り

で
す
。
生
涯
を
通
じ
た
働
く

女
性
の
健
康
管
理
は
、
ご
本

人
の
自
己
保
健
義
務
以
上
に

職
域
と
医
療
・
地
域
連
携
が

案
外
、
鍵
と
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。＊

＊
＊

本
会
で
は
長
井
先
生
が
監

修
さ
れ
た
「
女
性
の
貧
血
」

に
関
す
る
教
材
を
販
売
し
て

お
り
ま
す
。詳
し
く
は
８
面
。

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健

康
安
全
機
構
は
２
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
３
回
「
治
療
と

職
業
生
活
の
両
立
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
（
運
営
＝
本

会
）
。
こ
こ
で
は
２
月
12
日

に
福
岡
朝
日
ビ
ル
（
福
岡
県

福
岡
市
）
で
行
わ
れ
た
講
演

の
一
部
を
ご
紹
介
す
る
。

＊
＊
＊

「
一
億
総
活
躍
」
が
叫
ば

れ
「
働
き
方
改
革
」
が
求
め

ら
れ
る
現
在
、
仕
事
と
一
緒

に
妊
娠
・
出
産
、
育
児
や
介

護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

を
抱
え
て
い
る
人
は
多
い
。

そ
の
よ
う
な
事
情
の
一
つ
と

し
て
増
え
て
い
る
の
が
、
働

い
て
い
る
本
人
が
が
ん
な
ど

の
重
大
な
病
気
に
か
か
っ
て

し
ま
う
と
い
う
も
の
だ
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

の
発
表
で
は
、
生
産
年
齢
人

口
（
15
〜
64
歳
）
で
毎
年
約

26
万
人
（
２
０
１
２
年
時

点
）
が
新
た
に
が
ん
と
診
断

さ
れ
て
い
る
。

「
が
ん
に
な
る
こ
と
で
、

こ
の
方
た
ち
が
仕
事
を
辞
め

る
の
は
望
ま
し
い
社
会
で
は

な
い
。
が
ん
に
な
っ
て
も
治

療
を
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
重
要
だ
」
と
、
産
業
医
科

大
学
産
業
医
実
務
研
修
セ
ン

タ
ー
講
師
で
産
業
医
の
立
石

清
一
郎
氏
は
指
摘
す
る
。

一
方
で
、
が
ん
に
罹
患
し

た
約
30
％
が
依
願
退
職
し
て

「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
手

法
」
は
、
思
春
期
保
健
の
分
野
に

お
い
て
は
す
で
に
全
国
的
に
活
用

さ
れ
て
お
り
、
「
健
や
か
親
子
21

（
第
２
次
）
」
で
も
具
体
的
な
取

り
組
み
方
策
の
例
の
一
つ
と
し
て

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
推
進
」
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年

で
は
、
母
子
保
健
な
ど
の
多
領
域

に
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
ま

す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
入
門
編
」

と
し
て
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
本
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
「
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
っ
て
何
？
」
と
い
っ

た
疑
問
を
解
決
で
き
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

指
導
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る

方
、
新
し
い
手
法
を
探
し
て
い
る

方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
10
日
㈯
13
時
〜
16

時
30
分

【
会
場
】
全
水
道
会
館
（
東
京
都

文
京
区
）

【
受
講
料
】
５
千
円
＋
税

【
講
師
】
髙
村
寿
子
（
自
治
医
科

大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か

【
対
象
者
】
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
看
護
教
員
・
養
護
教

諭
・
教
諭
ほ
か

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
時
間
栄
養

学
」
に
着
目
し
、
効
果
的
な
保
健

指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ご
用
意
。
体
の
時
計
に

合
わ
せ
て
食
事
を
と
る
こ
と
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
改
善
、
減
量
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
体
調

も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
時
間
栄
養
学
を
用

い
た
指
導
を
す
る
と
短
期
間
で
効

果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
対
象
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
時
間
栄
養
学
に
基
づ
い

た
教
材
に
よ
り
、
個
別
指
導
や
集

合
教
育
、
新
入
社
員
研
修
や
健
診

前
な
ど
、
実
践
で
す
ぐ
に
使
え
る

活
用
方
法
を
伝
授
し
ま
す
。

【
開
催
地
・
開
催
日
】

東
京

６
月
11
日
㈰

愛
知

６
月
25
日
㈰

大
阪

７
月
２
日
㈰

【
受
講
料
】
１
万
円
＋
税

【
講
師
】
小
島
美
和
子
（
ク
オ
リ

テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締

役
／
管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指

導
士
）

【
対
象
者
】
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
、
看
護
師
、
栄
養
士
ほ
か

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ

イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
推
定
人
口

は
５
％
程
度
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
博
報
堂
ほ
か
）
。
ま
た
、
ゲ

イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
男
性
の

自
殺
未
遂
リ
ス
ク
は
異
性
愛
男
性

の
約
６
倍
高
い
と
い
う
調
査
結
果

（
宝
塚
大
学
・
日
高
庸
晴
教
授
ほ

か
）
や
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
自
殺
リ
ス
ク
も
同
様
に
高
率
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

へ
の
支
援
は
、
子
ど
も
た
ち
の
命

と
人
権
を
守
る
上
で
の
重
要
な
課

題
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
規
模
な

調
査
結
果
を
基
に
、
思
春
期
・
青

年
期
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
実
態
と
、
支

援
の
在
り
方
を
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
関
連
す
る
問
題
と

し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
な
ど
の
健
康

リ
ス
ク
と
、
そ
の
予
防
行
動
に
つ

い
て
も
理
解
を
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

【
日
時
】
７
月
１
日
㈯
10
時
25
分

〜
15
時
15
分

【
会
場
】
平
和
と
労
働
セ
ン
タ

ー
・
全
労
連
会
館
（
東
京
都
文
京

区
）

【
受
講
料
】
１
万
円
＋
税

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

▼
10
時
30
分
〜
11
時
40
分
／
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
若
者
の
理
解

▼
12
時
40
分
〜
13
時
50
分
／
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
健
康
リ
ス
ク
と
そ
の
予

防
▼
14
時
〜
15
時
15
分
／
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
若
者
支
援
の
あ
り
方

【
講
師
】
日
高
庸
晴
（
宝
塚
大
学

看
護
学
部
教
授
）

【
対
象
者
】
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
養
護
教
諭
、
看
護
教

員
、
教
職
員
ほ
か

妊
婦
だ
と
言
い
出
せ
な
い

　体
に
も
心
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
も
た
ら
す
災
害
時
に
、
子
ど

も
た
ち
や
お
母
さ
ん
た
ち
を
保
護

し
て
安
心
さ
せ
る
に
は
、
睡
眠
と

食
事
を
確
保
す
る
た
め
の
場
所
を

〝
災
害
前
か
ら
〞
決
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　私
は
、
２
０
１
１
年
４
月
１
日

か
ら
宮
城
県
、
岩
手
県
沿
岸
部
、

特
に
石
巻
市
お
よ
び
南
三
陸
町
を

中
心
に
母
子
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

し
て
回
り
ま
し
た
。
災
害
直
後
、

行
政
や
保
健
所
の
機
能
は
ま
ひ
し

て
お
り
、
乳
幼
児
や
妊
産
婦
は
避

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
避
難
所
を

回
る
う
ち
に
、
実
際
に
は
多
く
の

妊
産
婦
が
、
移
動
手
段
の
問
題
や

家
族
の
中
で
の
役
割
を
重
ん
じ
、

避
難
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　こ
の
と
き
に
避
難
所
で
出
会
っ

た
妊
婦
さ
ん
か
ら
は
、
「
炊
き
出

し
に
並
ん
だ
け
れ
ど
、
妊
婦
で
あ

る
こ
と
を
言
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し

た
」「
水
汲
み
の
順
番
を
待
つ
と
き

も
、
妊
婦
だ
か
ら
と
気
を
使
わ
れ

る
の
が
嫌
で
黙
っ
て
い
ま
し
た
」

と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。

　私
も
同
じ
母
親
と
し
て
、
気
兼

ね
し
て
し
ま
う
気
持
ち
は
分
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
妊
婦
本
人
が
遠

慮
し
た
と
し
て
も
、
安
全
な
場
所

で
過
ご
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
、

災
害
前
か
ら
自
治
体
で
用
意
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
妊
婦
自

身
は
空
腹
に
耐
え
ら
れ
る
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
な
か
の

中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
飢
餓
状
態
に
な

る
と
、
発
育
成
長
に
障
害
が
出
た

り
、
成
人
し
て
か
ら
肥
満
体
質
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
後
々
の
人

生
に
と
っ
て
い
い
こ
と
は
一
つ
も

あ
り
ま
せ
ん
。

生
か
せ
て
い
な
い
震
災
経
験

　「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ス
ト

レ
ス
が
妊
産
婦
及
び
胎
児
に
及
ぼ

し
た
長
期
的
影
響
に
関
す
る
疫
学

的
調
査
」に
は
、被
災
地
の
妊
婦
の

う
ち
当
初
分
娩
を
予
定
し
て
い
た

病
院
で
出
産
で
き
た
の
は
、
３
割

に
満
た
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
私
た
ち
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
母
子
保

健
分
野
の
災
害
対
応
を
学
ん
で
い

な
か
っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。
こ

の
報
告
書
の
総
括
に
は
、
東
日
本

大
震
災
で
私
た
ち
が
足
を
棒
に
し

て
妊
婦
を
探
し
、
話
を
聞
い
た
結

果
浮
か
び
上
が
っ
た
の
と
、
全
く

同
じ
ニ
ー
ズ
が
列
挙
さ
れ
、
そ
し

て
具
体
的
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
（
表
）
。

　こ
の
報
告
が
出
た
の
は
１
９
９

６
年
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
、
「
母

子
が
避
難
で
き
る
母
子
救
護
室
を

設
置
す
る
」
「
携
帯
電
話
番
号
を

含
め
た
母
子
手
帳
の
情
報
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
保
存
し
て
お

き
、
災
害
直
後
に
は
真
っ
先
に
妊

婦
の
所
在
を
把
握
す
る
」
「
災
害

後
は
妊
産
婦
を
優
先
的
に
避
難
さ

せ
る
」
「
医
療
機
関
や
行
政
、
保

健
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
妊
婦
健

診
や
分
娩
担
当
施
設
を
決
め
る
」

な
ど
、
災
害
時
の
具
体
的
な
対
策

は
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
日
頃
は
人
口
減
少
や
少
子
化

対
策
が
声
高
に
危
機
感
を
持
っ
て

語
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
こ
災
害
大
国
日
本
で
、
せ

っ
か
く
授
か
っ
た
命
を
災
害
で
失

わ
な
い
よ
う
に
守
る
た
め
の
仕
組

み
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
最
近

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
東
北
大
学
東
北
メ
デ

ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
の
菅

原
準
一
教
授
は
２
０
１
５
年
、
全

国
47
の
都
道
府
県
に
一
斉
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
災
害

時
の
母
子
保
健
や
産
科
医
療
対
応

に
関
す
る
具
体
的
な
取
り
決
め
が

「
な
し
」
と
回
答
し
た
の
は
33
自

治
体
（
70
・
２
％
）
で
、
自
治
体

内
で
の
対
応
を
検
討
し
て
い
な
い

の
が
39
自
治
体
（
82
・
９
％
）
、

隣
接
す
る
自
治
体
と
の
広
域
連
携

を
検
討
し
て
い
な
い
の
は
43
自
治

体
（
91
・
５
％
）
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　避
難
所
で
母
子
へ
の
配
慮
が
な

さ
れ
な
か
っ
た
地
域
で
は
、
そ
の

後
の
人
口
流
出
と
人
口
減
少
が
著

し
い
と
い
う
報
告
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
15
年
に
内
閣

府
で
つ
く
ら
れ
た
新
た
な
少
子
化

対
策
大
綱
や「
健
や
か
親
子
21（
第

２
次
）
」
な
ど
の
政
策
の
中
で
災

害
時
母
子
救
護
の
重
要
性
が
提
唱

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

動
き
出
す
母
子
の
災
害
対
策

　現
在
、
災
害
時
母
子
避
難
所
事

業
を
立
ち
上
げ
る
動
き
が
、
東
京

都
な
ど
の
各
自
治
体
で
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
平

時
で
も
子
育
て
層
と
地
域
を
つ
な

ぎ
、
仲
間
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
医
療
従
事
者
、
助
産
師
、

産
婦
人
科
医
、
行
政
、
地
域
の
子

育
て
世
代
が
中
心
と
な
り
、
定
期

的
に
災
害
時
母
子
避
難
所
研
修
を

行
う
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。
内

容
と
し
て
は
、
災
害
時
の
母
子
保

健
対
応
に
つ
い
て
の
学
習
、
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
を
用

い
た
避
難
所
で
の
母
子
対
応
に
関

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
平
時
か

ら
の
連
携
会
議
立
ち
上
げ
な
ど
で

す
。
こ
の
研
修
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
災

害
時
要
配
慮
者
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
Ｈ

Ｕ
Ｇ
が
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
自
治

体
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
平
時
か
ら
母
子
や
母
子
を
取

り
巻
く
人
々
の
「
受
援
力
」
を
強

化
し
、
助
け
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
を
勧
め
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　災
害
多
発
国
の
日
本
が
、
こ
れ

ま
で
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と
で
、

や
が
て
は
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
安
全
、
そ
し
て
千
年
後
の

世
代
を
守
る
た
め
、
さ
ら
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

難
所
に
は
お
ら
ず
、
被
害

の
甚
大
な
地
域
か
ら
近
隣

の
非
被
災
地
域
へ
と
早
々

に
避
難
し
た
と
思
わ
れ
て

か
分
か
ら
な
い
」「
職
業
は
書

き
た
く
な
い
」
と
い
う
意
見

が
多
々
見
ら
れ
た
の
で
す
。

仕
事
が
母
体
や
胎
児
に
ど

う
影
響
す
る
の
か
女
性
自
身

も
認
識
不
足
で
あ
り
、
専
門

家
同
士
が
連
携
で
き
て
い
な

い
証
拠
だ
と
落
胆
し
ま
し

た
。「

職
業
」
は
い
っ
そ
知
ら

な
く
て
も
、
ど
ん
な
業
務
上

の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
そ

れ
を
把
握
し
診
察
や
保
健
指

導
に
役
立
て
て
ほ
し
く
て
、

職
場
環
境
の
注
釈
を
追
加
し

ま
し
た
。「
会
社
員
」「
教
師
」

と
い
う
情
報
よ
り
も
、
「
一

日
中
立
ち
仕
事
」
「
深
夜
に

及
ぶ
残
業
が
多
い
」
「
冷
蔵

倉
庫
で
の
食
品
加
工
」
「
飲

食
店
の
喫
煙
エ
リ
ア
」な
ど
、

そ
れ
ら
の
情
報
が
母
性
健
康

管
理
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
の

医
療
従
事
者
は
個
々
の
職
場

環
境
を
見
た
こ
と
も
な
い

し
、
現
場
を
知
る
産
業
保
健

従
事
者
は
ま
だ
ま
だ
数
少
な

い
存
在
で
す
。
職
域
保
健
の

研
修
で
は
、
記
載
に
当
た
り

本
人
に
協
力
し
て
あ
げ
て
と

お
願
い
し
て
は
い
ま
す
が
、

連
携
方
法
に
も
っ
と
も
っ
と

工
夫
が
必
要
な
こ
と
は
今
更

な
が
ら
気
付
い
た
と
こ
ろ
で

す
。母

性
健
康
管
理
指
導
事
項

連
絡
カ
ー
ド
も
母
子
健
康
手

帳
の
様
式
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
活
用
も
意
外
に
企
業
よ

り
医
療
サ
イ
ド
で
理
解
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
利
用
方
法

に
つ
い
て
は
、
母
性
健
康
管

理
サ
イ
ト
（http://www.

bosei-navi.m
hlw

.go.
jp/

）
に
あ
り
ま
す
が
、
企

業
担
当
者
・
女
性
労
働
者
向

け
に
法
律
や
制
度
、
各
企
業

で
の
好
事
例
、
母
性
健
康
管

理
の
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
サ
イ
ト
に
「
働

く
女
性
の
身
体
と
心
を
考
え

る
委
員
会
」
と
し
て
長
年
関

わ
り
ま
し
た
。
近
年
は
特
に

業
種
別
（
介
護
施
設
・
小
売

業
・
美
容
業
・
宿
泊
業
な

ど
）
の
調
査
を
行
い
、
母
体

に
か
か
る
身
体
的
負
荷
や
精

神
的
負
担
の
特
徴
、
職
場
で

配
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
公
開
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
」
で

は
、
休
憩
の
取
り
に
く
さ
や

残
業
免
除
の
申
し
出
に
く

さ
、
ま
た
男
性
の
家
事
分
担

が
有
病
率
や
早
産
と
関
連
す

る
な
ど
の
興
味
深
い
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

い
る
と
い
う
調
査
（
静
岡
が

ん
セ
ン
タ
ー
）
も
あ
る
。
病

状
に
よ
っ
て
仕
事
が
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
に
辞
め
る
の

で
は
な
く
、
た
だ
会
社
に
迷

惑
が
か
か
る
か
ら
と
、
辞
め

る
人
が
多
い
と
い
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
立
石
氏

は
「
診
断
さ
れ
た
段
階
で
は

辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
な
の
か
は
確
定
し
て
い
な

い
。
病
気
が
分
か
っ
た
最
初

の
時
点
で
肝
心
な
の
は
〝
自

ら
辞
め
る
こ
と
を
や
め
る
〞

こ
と
。
単
純
に
が
ん
だ
か
ら

辞
め
る
と
い
う
選
択
肢
は
な

い
」
「
そ
の
た
め
に
事
業
者

は
、
休
職
や
病
床
手
当
金
な

ど
の
相
談
窓
口
を
明
確
に
し
、

休
暇
制
度
や
復
職
規
定
な
ど

を
前
も
っ
て
伝
え
て
お
く
こ

と
が
重
要
だ
」
と
語
っ
た
。

＊
＊
＊

治
療
と
仕
事
の
両
立
を
目

指
す
事
業
場
へ
の
サ
ポ
ー
ト

は
、
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
が
無
料
で
実
施
し
て

い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
全
都
道

府
県
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

医
師
や
社
会
保
険
労
務
士
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
の
専
門
職
が
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。

（
文
責
＝
編
集
部
）

セミナー（福岡会場）の様子

災害時の妊産婦の取り扱いに関する
十カ条の提言

①母子健康手帳に災害時の対応について記載しておく
②母子健康手帳の出生届に被災状況の記入欄を設ける
③ 母親学級に災害時の対応についてのカリキュラムを

義務付ける
④地区ごとに妊婦健診の場所を決めておく
⑤ 地区の産科医師、助産師、保健師は交替で健診を行

う（日頃からの広域における顔の見える関係・連携
づくりのため）

⑥近隣府県の産科医師の救護班を早期に投入する
⑦移動できる妊産婦は可能な限り被災地域外へ移す
⑧そのための搬送手段を確保する
⑨災害時の妊産婦検診を公費負担とする
⑩出産後の母児の受け入れ先を確保する

元
気
に
働
き
な
が
ら
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
る
た
め
に

×仕事 妊
娠

「
治
療
」と「
仕
事
」の
両
立
を
目
指
し
て

治療と職業生活の両立支援セミナー

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入
門
セ
ミ
ナ
ー

性
の
多
様
性
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

第
７
回

第
１
回

まずは母子の災害対策を、災害前から

吉田 穂波神奈川県立保健福祉大学 准教授

第２回

栄
養
指
導
を
結
果
に
つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー

〜
き
ち
ん
と
食
べ
て
ベ
ス
ト
体
重
＆
ベ
ス
ト
体
調
を
つ
く
る
〜

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
若
者
の
理
解
と
教
育
現
場
で
の
支
援
の
あ
り
方

株
式
会
社
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
代
表
取
締
役
／
医
師

長
井

聡
里

×仕事 治
療



康
健

族
家

時
害
災

の

と

上
乗
せ
し
た
支
援
を
準
備

　
６
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
そ
れ
ま
で
災
害
支
援
を
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
私
が
妊
産
婦
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

多
く
の
医
師
や
助
産
師
を
現
地
に

派
遣
し
、
妊
産
婦
さ
ん
に
顔
の
見

え
る
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
「
妊
婦
さ
ん
、
そ
し

て
産
後
の
お
母
さ
ん
、
乳
児
に
は

ケ
ア
が
必
要
な
の
だ
、
と
言
う
だ

け
で
は
い
け
な
い
。
守
る
べ
き
存

在
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
訴

え
て
い
か
な
く
て
は
」
と
痛
感
し

ま
し
た
。
少
子
化
の
原
因
も
、
守

ら
れ
る
べ
き
母
親
が
守
ら
れ
て
い

な
い
、
そ
こ
に
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
な
研
究
や
調
査
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
模
索
し
て
い
る
中

で
、
あ
ち
こ
ち
の
自
治
体
の
災
害

時
母
子
支
援
事
業
の
お
手
伝
い
を

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
災
害
は
無
作
為
に
人
々
に
影
響

を
も
た
ら
す
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
常
人
よ
り

も
心
身
に
支
障
の
あ
る
人
、
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
の
高
い
グ
ル
ー
プ
、
特
に
子
ど

も
や
妊
産
婦
、
高
齢
者
等
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
が
大
き
い
の
で
す
。
つ
ま

り
、
弱
い
人
ほ
ど
災
害
に
よ
る
影

響
や
被
害
が
大
き
い
。
こ
の
認
識

を
自
治
体
に
勤
務
す
る
方
々
と
共

有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
災
害
対
応

へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
り
ま
し

た
。
公
平
性
、
公
益
性
を
重
ん
じ

る
行
政
的
な
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、

住
民
に
均
一
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
す
。
し

か
し
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な

く
て
も
、
福
祉
対
象
者
で
は
な
く

て
も
、
心
身
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
持
つ
人
に
、
よ
り
上
乗
せ
し

た
支
援
を
準
備
す
る
こ
と
へ
の
抵

抗
を
な
く
し
、「
全
人
口
の
う
ち
最

も
数
が
少
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

で
支
援
が
行
き
届
き
に
く
い
妊
産

婦
や
乳
幼
児
」
「
復
興
後
の
地
域

を
支
え
て
い
く
世
代
」
「
低
体
温

や
脱
水
な
ど
避
難
生
活
が
健
康
に

害
を
与
え
や
す
い
世
代
」
へ
の
支

に
弾
み
が
つ
き
ま
す
。

母
子
支
援
は
世
界
標
準

　
私
を
は
じ
め
、
災
害
時
に
母
子

を
守
る
必
要
性
を
感
じ
た
仲
間
た

ち
は
「
災
害
時
妊
産
婦
・
乳
幼
児

救
護
所
」
を
自
治
体
事
業
に
す
る

際
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
や
研
究
結

果
を
集
め
、
理
論
の
裏
付
け
を
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
世
界
中
で
災

害
対
応
や
人
道
支
援
の
バ
イ
ブ
ル

と
さ
れ
て
い
る
「The Sphere 

Handbook

」
に
は
、
子
ど
も
、

女
性
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
患
者
、
高
齢

者
、
身
体
障
害
者
が
災
害
弱
者
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
災
害
弱

者
の
声
を
聴
く
こ
と
の
困
難
さ
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
、
女
性
が
安
全
に
使
え
る

ト
イ
レ
や
授
乳
場
所
の
確
保
、
妊

娠
中
の
低
栄
養
を
回
避
す
る
た
め

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
配
布
、
性
暴

こ
な
の
か
、
私
た
ち
が
動
く
際
の

目
安
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す

（
表
）
。

　
米
国
の
州
や
地
域
の
防
災
計
画

の
た
め
の
指
標
と
し
て
作
成
さ
れ

た
、
「A Toolkit for State 

and Local Planning and 
Response

」
に
は
、
災
害
弱
者

と
し
て
特
に
小
児
へ
の
対
応
が
詳

細
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文

献
に
よ
る
と
、
災
害
発
生
が
日
中

で
あ
れ
ば
被
災
児
が
親
と
離
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け

で
も
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

小
児
は
状
況
の
理
解
が
で
き
な
い

た
め
に
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す

く
、
そ
れ
は
年
齢
（
月
齢
）
に
よ

っ
て
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
大

き
く
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個

別
の
対
応
を
準
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
こ
に
お
示
し
し
た
も
の
は
、

数
あ
る
文
献
の
中
の
ほ
ん
の
一
部

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
人
道
支
援
分
野

で
は
世
界
的
に
妊
産
婦
や
小
児
は

災
害
弱
者
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ

て
お
り
、
対
応
す
る
た
め
の
詳
細

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
た
く
さ
ん
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
特
に
、
東
日
本
大
震
災

と
い
う
大
き
な
災
害
を
乗
り
越
え

つ
つ
あ
り
、
そ
の
経
験
を
生
か
し

防
災
計
画
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
再

検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
足
元
か

ら
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
踏
ま

え
、
本
当
に
役
に
立
つ
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

自
治
体
に
お
け
る

災
害
時
の
母
子
へ
の
備
え

　
東
京
都
福
祉
保
健
局
が
作
成
し

た
「
妊
産
婦
・
乳
幼
児
を
守
る
災

害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
災
害

弱
者
と
し
て
の
妊
産
婦
、
乳
幼
児

へ
の
対
応
が
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
東
日
本
大
震
災
時
、
子
ど
も
が

う
る
さ
い
と
言
わ
れ
避
難
所
を
出

て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
家
族

や
物
資
が
な
か
な
か
届
か
な
か
っ

た
妊
産
婦
の
声
を
拾
い
上
げ
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
妊
産
婦
、
授

乳
婦
へ
の
特
別
な
ケ
ア
が
必
要
で

あ
る
と
最
初
に
明
記
さ
れ
、
そ
の

た
め
に
準
備
す
る
べ
き
具
体
的
な

物
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
準
備
す
る
の
は
物
資
だ
け

で
は
な
く
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も
必

要
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
東
京
都
福
祉
保

健
局
が
作
成
し
た
「
避
難
所
管
理

運
営
の
指
針（
区
市
町
村
向
け
）」

（
資
料
編
）
の
47
ペ
ー
ジ
以
降
で

は
文
京
区
で
つ
く
っ
た
備
蓄
リ
ス

ト
等
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
世
田

谷
区
で
は
、
妊
婦
さ
ん
向
け
の
災

害
時
の
備
え
を
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
た
め
の

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
と
し
て
広

め
、
救
護
所
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
参
考
ま

で
に
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊

＊
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　
本
会
で
は
、
吉
田
穂
波
先
生
を

講
師
に
、
セ
ミ
ナ
ー
「
災
害
時
の

妊
産
婦
支
援
の
た
め
に
私
た
ち
が

備
え
て
お
き
た
い
も
の
」
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
お
申
し

込
み
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
７
月
20
日
㈭
14
時
30
分

〜
16
時

【
会
場
】
保
健
会
館
新
館
（
東
京

都
新
宿
区
）

援
を
真
っ
先
に
考
え
る
必

要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
の
自
治
体

の
災
害
時
要
配
慮
者
対
策

力
に
対
す
る
性

感
染
症
予
防
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
の
対
応

と
い
っ
た
目
標

が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

災
害
の
種
類
に

よ
っ
て
、
罹り

患か
ん

と
死
亡
の
パ
タ

ー
ン
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
災
害

に
合
わ
せ
、
重

点
を
置
く
べ
き

ポ
イ
ン
ト
が
ど

災害の種類とその影響

出典：The Sphere Handbook日本語版277頁

複合
緊急事態 地震 強風 洪水 津波

死亡 多い 多い 少ない 少ない 多い

重傷 状況に
よる 多い 中程度 少ない 少ない

感染症リスク
の増加 高い 状況に

よる 低い 状況に
よる

状況に
よる

食糧不足 一般的 まれ まれ 状況に
よる 一般的

大規模な人口
移動 一般的 まれ まれ 一般的 状況に

よる

影響
災害

私たちが今から準備しておくべきこと第３回

吉田 穂波神奈川県立保健福祉大学 准教授
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災害時用にほ乳ボトルは備えていますか？

☎ 03(3269)4727お問い合わせ・ご購入は 日本家族計画協会まで

お客様のニーズにお応えして25個単位での販売を実現しました！この機会に、消毒不要で
すぐに使える ほ乳ボトル「chu-bo!」（チューボ）をご用命ください。

① 消毒不要で、
すぐに使える！
② ミルクの量が
ひと目で分かる！

③ 計量・コンパクトで
保管・備蓄に便利！
④ ミルクの吸い出し量が
３段階にコントロールできる！

特長

品　名：chu-bo!チューボ
容　量：250ml（最大目盛容量）
サイズ：76×65×65mm
重　量：46g 使用期限：納品時より２年
定　価： １ケース100個入り23,000円＋税

１セット25個入り5,000円＋税

※25個単位でのご注文は、とりまとめ期間を設けます 特許5714775号

約170㎜

康
健

族
家

時
害
災

の

と

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
厚
生
労
働
省
は

現
役
世
代
の
負
担
に
関
わ
る
部
分
の
見
直
し
を
行
う
予
定
だ
。
こ
こ
で
は
、
こ
の

制
度
の
概
要
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課
題
や
、
現
在
検
討
さ

れ
て
い
る
見
直
し
案
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。

制
度
創
設
の
経
緯

　
２
０
０
８
年
４
月
に
始
ま

っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
主
な
目
的
は
、
高
齢
者
医

療
財
政
の
独
立
だ
。
そ
れ
ま

で
の
老
人
保
健
制
度
で
は
、

高
齢
者
の
医
療
費
負
担
は

国
・
市
町
村
・
各
保
険
者
、

給
付
は
市
町
村
と
、
保
険
料

を
納
め
る
先
と
使
う
者
と
が

分
離
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
財
政
責
任
の
所
在
や
、

現
役
世
代
と
高
齢
世
代
の
給

付
・
負
担
の
割
合
が
不
明
確

な
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
現
制
度
で
は
、
75

歳
を
迎
え
た
全
国
民
が
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
保
険
を

脱
退
し
、
こ
の
制
度
に
加
入

す
る
よ
う
に
変
更
。
そ
し

て
、
保
険
者
と
し
て
各
都
道

府
県
に
「
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
」
を
設
立
し
、
運

　
厚
生
労
働
省
「
医
療
費
の

動
向
」
に
よ
る
と
、
平
成 

27
年
度
の
後
期
高
齢
者
の
保

険
適
用
医
療
費
は
15
・
２
兆

円
。
現
役
世
代
は
お
よ
そ
６

兆
円
を
負
担
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
加
え
、
各
保
険

者
は
「
前
期
高
齢
者
納
付

金
」
「
介
護
保
険
料
」
と
い

う
別
の
拠
出
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
が
、
健
保

組
合
や
共
済
組
合
な
ど
の
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
。
旧
制

度
下
で
も
各
保
険
者
は
高
齢

者
の
医
療
費
を
拠
出
し
て
い

た
が
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
負

担
が
急
増
す
る
一
方
、
賃
金

は
上
が
っ
て
い
な
い
。
採
算

が
取
れ
ず
に
解
散
す
る
健
保

組
合
が
相
次
い
で
お
り
、
こ

の
10
年
間
で
の
減
少
幅
は
８

％
に
も
な
る
。

後
期
高
齢
者
支
援
金

加
算
・
減
算
制
度
の
見
直
し

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

は
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導

の
実
施
率
に
応
じ
て
各
保
険

者
の
負
担
す
る
支
援
金
を
増

減
さ
せ
る
「
加
算
・
減
算
制

度
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
で
は
全
保
険
者
が

統
一
の
基
準
で
加
減
算
さ

れ
、
加
入
者
の
属
性
や
保
険

者
の
規
模
な
ど
の
違
い
は
考

慮
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
へ

の
批
判
を
受
け
、
現
在
、
保

険
者
種
別
の
新
た
な
基
準
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
見
直
し
案
で
は
加
減
算
は

健
保
組
合
・
共
済
組
合
が
対

象
と
な
り
、
増
減
額
の
規
模

は
拡
大
（
図
１
）
。
総
加
算

額
と
総
減
算
額
は
同
じ
に
な

る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
。

　
加
算
対
象
は
広
が
り
、
実

施
率
に
応
じ
て
３
区
分
で
加

算
率
を
設
定
（
段
階
的
に
上

昇
、
20
年
度
に
最
大
10

％
）
。
減
算
に
つ
い
て
は
、

保
険
者
努
力
の
評
価
項
目
が

広
が
り
、
が
ん
検
診
や
歯
科

健
診
な
ど
、
幅
広
い
指
標
が

大
災
害
と
親
子
の
心
の
ケ
ア

 

―
保
健
活
動
の
ロ
ー
ド
マッ
プ
―

　
私
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
厚
生

労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
地
域
医

療
基
盤
開
発
推
進
研
究
事
業
「
災

害
時
の
親
と
子
ど
も
の
精
神
保
健

の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
〜
震
災

直
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
子

ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
応
じ

た
保
健
師
活
動
〜
」
（
分
担
研
究

者
：
中
板
育
美
・
公
益
社
団
法
人

日
本
看
護
協
会
常
任
理
事
）
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
こ
の
活
動
の
一
環
で
、
震

災
時
よ
り
２
年
５
か
月
の
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
３
県
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
皆
さ
ん

と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
時
の
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
守
り
、
備
え
る
こ
と

は
、
被
災
地
お
よ
び
日
本
の
将
来

を
左
右
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
時
の

子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
に
は
、
既
存
の
保
健

師
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
は
十
分

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
本
研
究
で

は
、
早
期
に
必
要
な
ケ
ア
や
医
療

に
つ
な
ぎ
、
在
宅
で
の
子
ど
も
の

回
復
を
支
援
す
る
た
め
の
保
健
師

の
役
割
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、

災
害
時
の
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を

め
ら
れ
、
多
く
の
自
治
体
で
参
照

さ
れ
、活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（https

://cloud.niph.go.jp/s/fd/
Lf64CzH71DVzJqEb0Fwx

）

東
日
本
大
震
災
後
の

現
地
の
保
健
師
さ
ん
の
お
話

　
発
災
直
後
の
保
健
師
の
役
割
や

課
題
に
つ
い
て
、
被
災
さ
れ
た
保

健
師
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
お
話
は
、

胸
を
打
つ
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

例
え
ば
岩
手
県
の
沿
岸
地
域
で
勤

務
さ
れ
て
い
た
保
健
師
さ
ん
は
、

４
月
初
旬
か
ら
全
戸
訪
問
で
健
康

生
活
調
査
を
実
施
し
、
母
子
担
当

と
し
て
仮
設
庁
舎
で
母
子
手
帳
、

健
診
の
再
発
行
な
ど
の
窓
口
業
務

を
行
っ
た
そ
う
で
す
が
、
県
外
で

受
診
さ
れ
て
い
た
妊
婦
さ
ん
も
多

か
っ
た
た
め
、
事
務
管
理
業
務
に

追
わ
れ
て
い
た
様
子
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
全
て
流
失
し
た
住
基
デ
ー
タ
を

吸
い
上
げ
る
作
業
が
大
変
で
、
健

康
管
理
シ
ス
テ
ム
が
８
月
末
に
復

旧
す
る
ま
で
は
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ

ル
に
よ
る
書
式
発
行
作
業
で
手
い

っ
ぱ
い
で
、児
童
相
談
所（
児
相
）・

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
児
家

セ
ン
タ
ー
）
な
ど
と
分
担
し
て
母

子
、
学
童
等
の
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
体
験
者
の
お
話
か
ら
、
乳

幼
児
健
診
の
再
開
に
向
け
た
支

援
・
問
診
票
の
作
成
、
健
診
会
場

の
確
保
、
医
療
機
関
と
の
新
た
な

契
約
締
結
等
、
平
時
に
行
っ
て
い

た
業
務
以
外
の
業
務
や
多
方
面
と

の
調
整
な
ど
の
感
情
労
働
で
忙
殺

さ
れ
て
い
た
様
子
が
手
に
取
る
よ

う
に
分
か
り
ま
し
た
。

　
発
災
直
後
か
ら
半
年
後
、
１
年

後
の
保
健
活
動
、
被
災
者
支
援
活

動
の
中
で
は
、
あ
る
保
健
師
さ
ん

の
「
ま
ず
親
が
病
ん
で
い
る
の

で
、
子
ど
も
だ
け
を
対
象
と
す
る

の
で
は
な
く
、
親
を
見
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
」
と

の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
保
健

師
さ
ん
は
、
保
健
活
動
だ
け
で
な

く
、
育
児
不
安
を
訴
え
る
親
や
、

夜
泣
き
、
暗
闇
を
怖
が
る
な
ど
の

小
さ
な
問
題
で
も
心
配
す
る
親
の

増
加
に
、
乳
児
健
診
、
問
診
な
ど

を
通
じ
て
対
応
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

　
被
災
し
、
縁
故
避
難
す
る
中
、

児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談

が
増
加
し
、
家
族
関
係
が
こ
じ
れ

て
問
題
化
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。
震
災
孤
児
や
遺
児

に
関
す
る
相
談
は
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
に
寄
せ
ら
れ
、
統
括
的
に
窓
口

と
な
る
体
制
が
な
か
っ
た
た
め
保

健
師
さ
ん
が
調
整
に
奮
闘
さ
れ
た

地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
仮
設
住
宅

等
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど

の
相
談
が
増
え
て
き
て
、
子
ど
も

の
問
題
を
教
育
関
係
者
と
共
有
で

き
る
よ
う
な
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
（
要
対
協
）
の
必
要
性

を
痛
感
し
、
要
対
協
の
再
開
や
立

ち
上
げ
を
行
っ
た
と
い
う
保
健
師

の
方
に
は
、
そ
の
ご
苦
労
を
思

い
、
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　
三
陸
沿
岸
地
域
の
保
健
師
さ
ん

か
ら
、
仮
設
で
は
親
が
子
ど
も
を

安
心
し
て
遊
ば
せ
る
場
所
が
な

く
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
静
か

に
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
ゲ
ー

ム
や
お
菓
子
を
与
え
る
な
ど
健
康

に
悪
い
環
境
で
あ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
き
、
私
自
身
が
宮
城
県
の
避

難
所
を
回
る
中
、
復
興
の
掛
け
声

の
中
で
子
ど
も
の
遊
び
場
や
母
子

が
集
え
る
場
が
後
回
し
に
さ
れ
て

い
い
も
の
か
、
と
憤
慨
し
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　
遠
距
離
避
難
し
て
い
る
母
子

が
、
そ
れ
で
も
健
診
な
ど
で
集
ま

っ
て
く
る
の
は
子
ど
も
が
遊
べ
る

場
、
親
が
集
え
る
場
を
求
め
て
い

る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
発

災
直
後
は
、
命
を
守
る
こ
と
を
優

先
し
、
食
べ
る
、
寝
る
、
排
せ
つ

な
ど
の
環
境
を
確
保
し
て
い
き
、

母
子
の
安
心
感
、
安
全
感
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
日
常
を
取
り
戻

す
た
め
、
保
健
師
の
方
々
が
健

診
、
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の

再
開
、
集
え
る
場
づ
く
り
を
行

い
、
地
域
の
状
況
や
問
題
を
把
握

す
る
た
め
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
保
健
師
の
活
動
は
多
岐

に
わ
た
る
た
め
、
事
前
に
「
こ
の

時
期
に
は
こ
う
な
る
」
と
い
う
見

通
し
が
立
て
ら
れ
れ
ば
、
あ
る
い

は「
母
子
の
集
ま
る
場
所
、子
ど
も

の
遊
び
場
が
必
要
と
な
る
か
ら
、

庁
内
で
こ
う
い
う
ル
ー
ル
を
決
め

て
お
こ
う
」
「
児
相
や
学
校
と
は

こ
の
よ
う
に
連
携
し
よ
う
」
と
決

め
て
お
け
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
負
担
が
少
な
く
て
済
む
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か

ら
、
住
民
の
方
々
に
も
、
子
ど
も

が
遊
び
の
中
で
心
を
癒
や
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
や
、
遊
び
の
重
要

性
、
子
ど
も
の
心
の
問
題
が
遊
び

の
中
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
、
特
に
、
子
育
て

を
終
え
た
世
代
の
方
々
に
平
時
か

ら
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
も

ら
う
と
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
災

害
が
発
達
障
害
の
子
ど
も
に
も
た

ら
す
影
響
や
、
避
難
所
で
の
居
場

所
づ
く
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
た
人
々
へ
の
声
掛
け

な
ど
を
学
ぶ
中
で
、
災
害
時
の
備

え
と
い
い
な
が
ら
実
は
平
時
の
子

育
て
支
援
で
も
必
要
と
さ
れ
る
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
る
大
切
な
機
会

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
手
引
き
は
最
終
的
に

「
大
災
害
と
親
子
の
心
の

ケ
ア
―
保
健
活
動
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
―
」
と
し
て
ま
と

担
う
保
健
師
が
活
用
で
き

る
手
引
き
を
作
成
し
、
あ

の
体
験
を
次
世
代
の
保
健

師
さ
ん
た
ち
に
受
け
継
い

で
い
こ
う
と
い
う
強
い
熱

意
の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

営
責
任
を
一
元
化
、
給
付
・

負
担
割
合
も
明
確
に
し
た
。

重
い
現
役
世
代
の
負
担

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

は
、
５
割
が
公
費
、
約
１
割

が
制
度
に
加
入
す
る
高
齢

者
、
残
り
の
約
４
割
が
そ
の

他
保
険
者
に
よ
っ
て
負
担
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
、
そ
の
他

保
険
者
が
負
担
す
る
お
金
を

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と

い
う
。

加
わ
る
。
減
算
率
も
、
最
大

10
％
の
３
区
分
で
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
内
容
の
詳
細
は
検
討
中
だ

が
、
新
基
準
は
18
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
予
定
だ
。

加算（ペナルティ）

減算（インセンティブ）
※市町村国保は保険者努力支援制度で対応〈

現
在
の
仕
組
み
：
Ｈ
29
年
度
ま
で
〉
〈
見
直
し
後
：
Ｈ
30
年
度
〜
〉

0

実施率がゼロ

加算対象保険者

0.23％

0.048％

減算対象保険者

特定健診等の
実施率で評価

加算（ペナルティ）

減算（インセンティブ）

0
特定健診・保健指導
の実施率が低い
（３区分で設定）

加算と減算の規模は同じ

H32年度
10％

10％

複数の指標で
総合評価
（３区分で設定）

図１　加算・減算制度見直し案

あ
ら
た
め
て
知
っ
て
お
き
た
い

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

災害に対する備え―防災アドバイスと被災者の声第５回
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ママと赤ちゃんを守るための防災教育指導キット登場！

FAX 03（3267）2658ご注文・お問い合わせは まで

手に入るのは
JFPAだけ!!

母子の衛生状態を守り、「減災」に役立つ！ 吸収マットのみのご購入もできます！
保温・尿取りに最適です。

定価：本体25,000円＋税
■ 1,400×800mm／
吸収量：2.6ℓ／日本製

定価：本体25,000円＋税
■16点セット　■総重量2.1㎏

ベビー防災 包括ケアセット
Maming Pad® 
1セット5枚入り

〈セット内容〉※予告なく変更になる場合があります
Maming Pad®（大型吸収マット）　風呂敷　アルミ
ブランケット　ばんそうこう　おしぼり　消毒用アル
コール　日本手ぬぐい　携帯トイレ　消臭袋　携帯ビ
デ　清浄綿　口腔ケア用品　…etc.

※「Maming Pad®」はナーシングクリエイト株式会社の登録商標です。

健
康

家
族

災
害
時
の

と

最
終
回
に
当
た
り
、

お
礼
の
言
葉

　
６
回
に
わ
た
る
連
載
に
、
ず
っ

と
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
考
え
た
く
な
い
、
可
能
な

限
り
先
延
ば
し
し
た
い
、
私
に
は

関
係
な
い
…
と
思
う
人
が
多
い
中

で
、
「
母
子
や
災
害
と
い
う
テ
ー

マ
は
、
地
域
保
健
や
行
政
の
中
で

働
く
全
て
の
人
に
関
わ
る
問
題
」

「
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
絶
対
に
取
り
こ

ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
、
正
面
か

ら
向
き
合
う
勇
気
を
お
持
ち
く
だ

さ
っ
た
読
者
の
方
々
は
、
今
の
、

こ
の
日
本
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な

存
在
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
ま
で
の
５
回
で
は
、
自
分

の
住
む
土
地
を
守
り
受
け
継
い
で

い
く
次
世
代
の
た
め
の
災
害
対
応

に
つ
い
て
、
必
要
性
や
現
場
の
声

を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
、
現
場
で
す
ぐ
に
生
か
せ
る

ヒ
ン
ト
を
三
つ
ご
提
示
し
て
締
め

く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
年
に一度
は
災
害
時
要

配
慮
者
対
応
ま
で
含
め
た

災
害
研
修
を

　
勉
強
熱
心
で
、
し
か
も
忙
し
く

て
自
分
か
ら
情
報
や
教
材
を
集
め

る
時
間
の
な
い
自
治
体
職
員
や
地

域
の
医
療
保
健
関
係
者
が
集
ま
る

学
び
の
場
を
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

　
災
害
時
要
配
慮
者
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
研
修
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
参
加
し

た
誰
も
が
、
災
害
を
わ
が
こ
と
と

し
て
考
え
ら
れ
、
地
域
に
お
け
る

組
織
横
断
的
な
多
職
種
連
携
を
生

み
出
す
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
静
岡

県
が
開
発
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所

運
営
ゲ
ー
ム
：
登
録
商
標
第
５
３

母
子
の
症
例
を
応
用
し
、
こ
れ
を

も
と
に
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
／
災
害
時
要
配

慮
者
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、

研
修
の
材
料
と
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
事
務
所
で
開
催
し
た

研
修
は
左
記
（
表
１
）
の
よ
う
な

流
れ
で
す
。

② 

自
助
力
向
上
の
手
助
け
を

　
自
助
・
共
助
で
助
か
り
ま
し
ょ

う
と
言
っ
て
も
、
何
を
す
れ
ば
よ

守
る
防
災
ノ
ー
ト
」

https://cloud.niph.go.jp/s/
fd/CZ474H0ed0ibCJm

FjM
72

「
受
援
力
ノ
ス
ス
メ
」

https://cloud.niph.go.jp/s/
fd/xYPZfBxw2xQ23ZYedVTI

　
保
健
師
さ
ん
必
携
の
心
の
ケ
ア

に
関
す
る
基
礎
知
識
は
こ
ち
ら
が

大
変
実
用
的
で
、
お
す
す
め
で

す
。

「
大
災
害
と
親
子
の
心
の
ケ
ア

―
保
健
活
動
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
―
」

https://cloud.niph.go.jp/s/fd/
zyqrM

gZAd4AembD0NuxC

避
難
所
に
お
け
る
母
子
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
（
表
２
）

https://w
w
w
.niph.go.jp/

soshiki/07shougai/
assessm

ent.pdf

避
難
所
情
報
・
避
難
所
避
難
者
の

状
況
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

http://www.nacphn.jp/02/
saigai.htm

l

③ 

自
分
の
管
轄
の
地
域
に

お
け
る
災
害
時
母
子
ニ

ー
ズ
を
数
で
把
握
し
て

お
き
、地
域
の
関
係
各

所
と
共
有
し
て
お
く

　
皆
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
活
躍
さ

れ
て
い
る
地
域
に
、
も
し
万
が
一

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
し
た

す
か
。

　
行
動
に
支
障
を
来
す
妊
産
婦
、

ま
た
は
誰
か
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
に

は
生
き
ら
れ
な
い
乳
幼
児
は
、
最

も
災
害
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

左
記
（
表
３
）
の
よ
う
な
計
算
式

を
参
考
に
、
一
度
、
ご
自
身
が
お

住
ま
い
の
地
域
の
年
間
分
娩
件
数

を
基
に
、
「
も
し
災
害
が
起
こ
っ

た
ら
、
何
人
の
妊
婦
を
、
産
後
の

褥
婦
、
新
生
児
、
そ
し
て
乳
児
を

守
ら
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る
の

だ
ろ
う
」
「
そ
の
た
め
に
は
、
ど

こ
と
、
誰
と
連
携
を
取
れ
ば
い
い

の
だ
ろ
う
」
と
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
で

使
わ
れ
、
「
こ
れ
は
う
ま
く
行
っ

た
！
」
と
い
う
実
績
が
あ
る
災
害

時
母
子
救
護
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
ま

と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
、

日
々
の
お
仕
事
に
役
立
つ
こ
と
を

祈
り
つ
つ
筆
を
お
き
ま
す
。
こ
こ

ま
で
お
読
み
く
だ
さ
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

０
８
３
８
０
号
）
で
す
。

こ
の
開
発
者
の
倉
野
康
彦

氏
の
ご
尽
力
で
、
石
巻
市

で
実
際
に
調
査
し
た
避
難

地域保健の中で、災害時の母子対応をどのように進めていくか、実践ノウハウ3つのヒント最終回

吉田 穂波神奈川県立保健福祉大学 准教授

い
の
か
分
か
ら
ず
、
突
き
放
さ
れ

た
と
感
じ
る
住
民
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
が
代
表
を
務
め
た

研
究
班
で
は
、
全
国
ど
こ
の
自
治

体
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
な
母
子

向
け
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
無
償
提
供
し
て
い
ま
す
（
平

成
25
〜
27
年
度
厚
生
労
働
科
学
研

究
費
補
助
金
　
健
康
安
全
・
危
機

管
理
対
策
総
合
研
究
事
業
「
妊
産

婦
・
乳
幼
児
を
中
心
と
し
た
災
害

時
要
援
護
者
の
福
祉
避
難
所
運
営

ら
、
そ
の
日
１
日

で
ど
の
く
ら
い
の

数
の
妊
婦
、
産
褥

婦
、
乳
幼
児
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る

の
か
、
ご
存
じ
で

を
含
め
た
地
域
連
携
防
災

シ
ス
テ
ム
開
発
に
関
す
る

研
究
」
）
。

　
当
事
者
感
覚
で
、
災
害

の
た
め
に
何
を
備
え
れ
ば

よ
い
の
か
、
分
か
り
や
す

く
示
し
、
自
分
自
身
で
書

き
込
む
こ
と
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
防
災
手
帳
が
で
き
る

災
害
時
母
子
救
護
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
左
記
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
、
い
つ
で
も

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

「
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
を

ＨＵＧとは
　ＨＵＧは、避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれ
が抱える事情が書かれたカードを、避難所の体育館
や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置でき
るか、また避難所で起こるさまざまな出来事にどう
対応していくかを模擬体験するゲームである。プレ
イヤーは、このゲームを通して災害時要援護者への
配慮をしながら部屋割りを考え、また炊き出し場や
仮設トイレの配置などの生活空間の確保、視察や取
材対応といった出来事に対して、意見を出し合った
り、話し合ったりしながら避難所の運営を学ぶこと
ができる（静岡県ホームページより）
ＨＵＧの事前準備
① 各グループの机の上に、ＨＵＧの図面、避難者名
簿等のツール、マジックペン、ホワイトボードシ
ート、付箋をグループそれぞれにつき１セットず
つ準備しておく。アイスブレークシート、振り返
りシート、アンケート用紙を参加者１人１部ずつ
配布しておく（ホワイトボードがグループ数ずつ
あれば、ホワイトボードシートは不要）

② 要配慮者バージョンのＨＵＧカードを、地域の実
情に合わせて選び、セットしておく

時　間 進　行 ファシリテーターの役割

13：00 開会のあいさつ 担当グループの机に座る。

13：05
「WHAT：今日
は何をするの
か」

ねらい：アイスブレークと本日の目標設
定をすることで自主性を高める。
お名前、ご所属、今日の研修で絶対にこ
れだけは持ち帰りたい、と思うことを話
していただく。

13：15
「WHY：な
ぜ、災害時母子
救護なのか」

ねらい：モチベーションを上げる。
なぜ今、なぜこの日本で、なぜ私たちが
この研修をするのか。なぜ、母子救護が
必要なのだと思うか、話していただく。

13：35 講義 災害時に母子の置かれた状況について日
本の現状を共有。

13：55
「HOW：どう
学ぶのか」HUG
説明

ねらい：災害時の疑似体験。
図面、カードなどをセット、役割分担を
決める。
ホワイトボードや白い紙を自由に使って
よいことを伝える。

14：10 HUG実践（30分）
実際の災害時に住民が避難した時の状況
や、行政側の対応について疑似体験する。

14：40 振り返りシート記入　全体共有
振り返りシートに記入してもらう。
グループの中で共有。

15：00 「HOW：どう広めるのか」
ねらい：振り返り、および、地域の連携
や情報共有方法を考えてもらう。

15：30
「HOW：平時
からの備え、受
援力の醸成」

ねらい：～災害時の受援力を身に付ける
ためには身近なところから～受援力のワ
ーク（二人一組）。

15：50 閉会のあいさつ 現場で役立てそうなことを一人一言ずつ共
有。

16：00 アンケート記入 アンケートを回収し、事務局に集約。

表１　ＨＵＧを利用した研修の流れ

表２　避難所等母子保健標準アセスメント票

表３　年間出生数を基にした計算式

例）年間出生数が925名の地域を例に取って考えると……。（単位:名）
1日当たりの出生数 
年間出生数 ÷ 365 = 1日当たりの出産数 約2.5（ａ）

① 妊娠初期から満期までの妊婦数
　ａ×280日（妊娠期間）=妊娠初期から満期までの妊婦数 709
　ａ×28日=37～40週までの妊婦数※ 71
②産褥6週間以内の産婦
　ａ×42日=産褥6週間以内の産婦数 107
③ 0歳児　
　ａ×365日= ゼロ歳の乳児数 925
④帝王切開が必要な出産数　　　　　
　925×0.15（日本の平均帝王切開率:15%） 139
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